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１２－３－２．定積分

１２－３－２－１．定積分の定義と計算

a 、b は実数の定数、  xf は x の関数であるとし、関数  xF は  xf の原始関数であるとする。

すなわち    xfxF  である。このとき

   aFbF 

を  xf の a からb までの定積分といい、記号で  
b

a
dxxf と書く。a を下端、b を上端という。

また、    aFbF  を   b
axF で表す。

定積分の定義

   xfxF  のとき

        aFbFxFdxxf b
a

b

a


（注）

上の定義は原始関数  xF のとり方によらない。  xG も  xf の原始関数であるとき、

    CxFxG 

であるから

             aFbFCaFCbFaGbG 

が成り立つ。

（注）

定積分では、変数を他の文字に変えても値は変わらない。例えば、

    
b

a

b

a
dttfdxxf

（例）
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（例）
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